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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期
第３四半期
連結累計期間

第43期
第３四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高（千円） 4,450,249 4,664,166 6,250,218

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△7,590 158,288 195,309

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△58,815 144,150 △112,786

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△78,555 249,830 △102,384

純資産額（千円） 4,258,709 4,390,441 4,234,881

総資産額（千円） 8,366,513 8,364,379 7,994,566

１株当たり四半期純利益又は四半期

（当期）純損失金額（△）（円）
△3.43 8.40 △6.58

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 50.1 52.1 52.1

 

回次
第42期
第３四半期
連結会計期間

第43期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益又は四半期

純損失金額（△）（円）
△3.67 2.42

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第42期及び第42期第３四半期連結累計期

間は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。第43期第３四半期連結累計期間は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。

４　第42期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

第１四半期連結会計期間において持分法適用関連会社であった株式会社グライエンスは、増資引受により、持株比

率が増加したため、第２四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）におけるわが国経済は、東日本大震

災後の落ち込みから夏場にかけて持ち直したものの、米国の景気回復の遅れ、欧州の債務問題、円高の進展などの影

響で回復のペースが鈍化し、依然として不透明な状況で推移いたしました。

こうした中、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高46億64百万円（前年同四半期比4.8％増）、営業利益

2億54百万円（同51.3％増）、経常利益1億58百万円（前年同四半期は経常損失7百万円）、四半期純利益1億44百万

円（前年同四半期は四半期純損失58百万円）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

（試薬事業）

臨床検査薬分野では、当初は東日本大震災の影響による受診者の減少、３月に顧客において在庫を確保する動き

があったことの反動などがあったものの、その後は腫瘍マーカーの新製品発売及び保険適用による売上増により、

売上高は前年同四半期を上回りました。

基礎研究用試薬分野では、国内研究機関への試薬販売は引き続きほぼ前年並みにとどまっているものの、グルー

プ企業の技術を結集した総合受託サービスや抗体、国内製薬企業や海外への売上伸張により、全体の売上高は前年

同四半期を若干上回りました。

以上の結果、試薬事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は46億62百万円（前年同四半期比4.9％増）、セグメ

ント利益は2億71百万円（同48.7％増）となりました。

（その他事業）

その他事業においては、投資事業における手数料収入の減少により、当第３四半期連結累計期間の売上高は2百万

円（前年同四半期比50.1％減）、セグメント損失は16百万円（前年同四半期は14百万円）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、83億64百万円となり、前連結会計年度末に比べ3億69百万円増加いた

しました。

流動資産合計は、56億49百万円となり、3億51百万円増加いたしました。これは主に、現金及び預金の増加1億98百

万円ならびに商品及び製品の増加79百万円によるものであります。

固定資産合計は、27億14百万円となり、18百万円増加いたしました。これは主に、投資有価証券の増加63百万円に

よるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、39億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億14百万円増加いた

しました。これは主に、流動負債のその他に含まれる未払金の増加1億29百万円及び長期借入金の増加64百万円によ

るものであります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、43億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ1億55百万円増加い

たしました。これは主に、配当金の支払68百万円及び新株予約権の減少29百万円があったものの、四半期純利益1億

44百万円の計上及びその他有価証券評価差額金の増加71百万円があったためであります。

これらの結果、自己資本比率は52.1％となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、9億27百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 17,355,000 17,355,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 17,355,000 17,355,000 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
― 17,355,000 ― 2,228,600 ― 1,952,637

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 204,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　17,100,000 17,100 ―

単元未満株式 普通株式　　　51,000 ― ―

発行済株式総数 17,355,000 ― ―

総株主の議決権 ― 17,100 ―

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数1個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社医学生物学研究所
名古屋市中区栄四丁

目５番３号
204,000 ― 204,000 1.17

計 ― 204,000 ― 204,000 1.17

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について名古屋監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,880,916 2,079,438

受取手形及び売掛金 1,880,211 ※
 1,783,846

有価証券 3,496 4,202

商品及び製品 603,611 682,911

仕掛品 555,103 578,893

原材料及び貯蔵品 299,882 340,266

その他 90,921 196,411

貸倒引当金 △15,869 △16,267

流動資産合計 5,298,273 5,649,702

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 586,503 575,390

機械装置及び運搬具（純額） 89,592 82,647

土地 53,822 53,271

リース資産（純額） 94,188 104,795

建設仮勘定 27,950 45,040

その他（純額） 240,043 272,654

有形固定資産合計 1,092,100 1,133,799

無形固定資産

のれん 163,269 122,583

その他 228,410 208,672

無形固定資産合計 391,679 331,256

投資その他の資産

投資有価証券 227,153 291,021

長期貸付金 332,876 337,790

長期前払費用 320,771 283,127

その他 585,903 569,777

貸倒引当金 △254,192 △232,096

投資その他の資産合計 1,212,512 1,249,620

固定資産合計 2,696,292 2,714,676

資産合計 7,994,566 8,364,379
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 262,171 220,548

短期借入金 1,290,144 1,297,943

未払法人税等 28,176 35,605

その他 322,685 462,311

流動負債合計 1,903,179 2,016,409

固定負債

長期借入金 1,696,803 1,761,590

その他 159,701 195,937

固定負債合計 1,856,505 1,957,527

負債合計 3,759,684 3,973,937

純資産の部

株主資本

資本金 2,228,600 2,228,600

資本剰余金 1,952,637 1,952,637

利益剰余金 196,756 276,645

自己株式 △43,002 △43,189

株主資本合計 4,334,992 4,414,694

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △55,678 16,227

繰延ヘッジ損益 △34,312 △17,925

為替換算調整勘定 △75,884 △58,923

その他の包括利益累計額合計 △165,875 △60,620

新株予約権 43,893 14,288

少数株主持分 21,871 22,080

純資産合計 4,234,881 4,390,441

負債純資産合計 7,994,566 8,364,379
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 4,450,249 4,664,166

売上原価 1,511,741 1,550,237

売上総利益 2,938,507 3,113,928

販売費及び一般管理費 2,770,429 2,859,631

営業利益 168,078 254,297

営業外収益

受取利息 7,805 6,334

保険解約返戻金 － 7,745

投資事業組合運用益 － 4,024

その他 16,904 10,384

営業外収益合計 24,710 28,488

営業外費用

支払利息 32,637 32,914

持分法による投資損失 37,494 22,760

為替差損 117,770 68,368

その他 12,477 454

営業外費用合計 200,379 124,497

経常利益又は経常損失（△） △7,590 158,288

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,162 －

国庫補助金 7,546 6,750

投資有価証券売却益 2,820 1,833

新株予約権戻入益 － 29,605

特別利益合計 13,528 38,188

特別損失

固定資産除却損 3,398 2,874

特別損失合計 3,398 2,874

税金等調整前四半期純利益 2,540 193,602

法人税、住民税及び事業税 58,079 48,600

法人税等合計 58,079 48,600

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△55,539 145,001

少数株主利益 3,276 851

四半期純利益又は四半期純損失（△） △58,815 144,150
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△55,539 145,001

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16,275 71,906

繰延ヘッジ損益 △8,795 16,386

為替換算調整勘定 2,053 16,536

その他の包括利益合計 △23,016 104,828

四半期包括利益 △78,555 249,830

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △80,380 249,404

少数株主に係る四半期包括利益 1,824 425
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

連結の範囲及び持分法適用の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において持分法適用関連会社であった株式会社グライエンスは、増資引受により、持株比

率が増加したため、第２四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
  （平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

───────

 

※　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であっ

たため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

受取手形 37,612千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 207,401千円

のれんの償却額 44,856 

減価償却費 211,861千円

のれんの償却額 45,088 
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 68,612 4 平成22年３月31日平成22年６月24日利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 68,603 4 平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
 

報告セグメント  その他
（千円）
（注）１

合計

（千円）

調整額
（千円）

四半期連結損益
計算書計上額
（千円）
（注）２

試薬事業
（千円）

売上高      

(1) 外部顧客への売上高 4,445,072 5,176 4,450,249 ― 4,450,249

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
450 ― 450 △450 ―

計 4,445,522 5,176 4,450,699 △450 4,450,249

セグメント利益又は損失（△） 182,328△14,250 168,078 ― 168,078

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バイオ関連企業への投資事業であ

ります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
 

報告セグメント  その他
（千円）
（注）１

合計

（千円）

調整額
（千円）

四半期連結損益
計算書計上額
（千円）
（注）２

試薬事業
（千円）

売上高      

(1) 外部顧客への売上高 4,661,583 2,583 4,664,166 ― 4,664,166

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
450 ― 450 △450 ―

計 4,662,033 2,583 4,664,616 △450 4,664,166

セグメント利益又は損失（△） 271,102△16,804 254,297 ― 254,297

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バイオ関連企業への投資事業であ

ります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額

（△）
△3円43銭 8円40銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△58,815 144,150

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は

四半期純損失金額（△）（千円）
△58,815 144,150

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,151 17,150

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

―

新株予約権の権利行使期間

満了により、潜在株式

155,000株が消滅しておりま

す。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失

であり、また希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第３四半期連結累計期間

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月８日

株式会社医学生物学研究所

取締役会　御中

名古屋監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　惠美　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 足立　仁史　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社医学生物

学研究所の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社医学生物学研究所及び連結子会社の平成23年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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